
平成 28 年 3 月 11 日 

各位 

【呼びかけ人】 

山本 厚生 

三浦 史郎 

杉山  昇 

福島の現状と原発再稼働問題の講演会のご案内 

 東日本大震災から５年。福島原発事故は終わっていない。絶対に忘れてはならない。 

あの事故は収束出来るのか、被爆した人々は今どうしているのか、未だ故郷に戻れな

い人たちは・・・、それなのに原発再稼働とは何ごとか、などのお話をしていただけ

る方を求めて、呼びかけ人は、座り込みをしている「経済産業省前テント」を訪問し

ました。そこで紹介してもらった方と連絡をとり、福島県三春在住の武藤類子さんを

紹介していただきました。 

 どのような価値観で原発再稼働をするのか？ 子や孫など次の世代に対する責任と

して、しっかり勉強しようではありませんか。 

 次のように実施しますので、多くの皆さまにご参加くださるよう呼びかけます。 

記 

【日 時】 2016 年 4 月 12 日（火）18 時 30 分～20 時 00 分（開場 18 時 10 分） 

【場 所】 ちよだプラットホームスクエア 504～506 号室 

                       （千代田区神田錦町 3－21） 

      東京メトロ東西線「竹橋駅３b」出口徒歩２分（次頁の案内図参照） 

【定 員】 90 名 

【参加費】 1,000 円 

【テーマ】  

「福島原発事故から5年 切り捨てられる福島の今、そして加速する原発再稼働」 

【講 師】 武藤 類子 氏 

   （プロフィール）  1953 年生まれ。養護学校教員を務めながら 1986 年頃から

脱原発運動に携わる。2003 年、喫茶店「燦（きらら）」開店、

環境にやさしい暮らしを提唱。2011 年 9 月 19 日、6 万人が集

まった「さようなら原発集会」でのスピーチで多くの人たちが

感銘。ハイロアクション福島四十年実行委員会。 

お願い：資料の準備の都合がありますので、次ページの申込書もしくは自由な様式で

結構ですので、参加申し込みをお願いします。 



 

 

 

ちよだプラットフォームスクウェア 

〒101-0054 千代田区神田錦町3-21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、お申込みください。 

（電話・E-mailでも結構です。） 

─────────────────────────────────────── 

福島の現状と原発再稼働問題の講演会(2016.4.12)：参加申込書 

 お名前 ご所属 

①   

②   

③   

④   

 

【連絡先】 

お名前  ご所属  

電 話  ＦＡＸ  

E-mail  

 

会場案内図 

[交通] 

・「竹橋」駅（東西線） 

３ｂ KKR ホテル東京玄関前出口より 

徒歩２分 

・「神保町」駅（三田線・新宿線・ 

半蔵門線）Ａ９出口より徒歩７分 

・「大手町」駅（三田線・千代田線・ 

半蔵門線・丸の内線） 

Ａ９出口より徒歩８分 

・「小川町」駅（新宿線・千代田線） 

Ｂ７出口より徒歩８分 

【参加申込み・お問い合わせ】 

ＮＰＯ都市住宅とまちづくり研究会事務局 

TEL ０３－５２０７－６２７７ ／ FAX ０３－５２９４－７３２６ 

E-mail info＠tmk-web.com 

※当日の連絡先：090－3069－9116（杉山） 

2016 年 4 月 12 日(木) 

講演会々場 


